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要旨

天王星大気の水平構造を概観する.
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1 水平温度構造

1.1 帯状平均温度分布

図 1 はボイジャーの赤外放射観測から得られた帯状平均した温度分布である.
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図 1. ボイジャーの赤外放射観測から得られた天王星の帯状平均温度分布. 波数
225cm−1(下図) と 325cm−1(上図) の赤外放射観測による. それぞれ高さ 500

～1000 mb と 60～120 mb の平均温度を表していると考えられる. ( Flaser

et al. 1987 )
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2 風速分布

図 2 はボイジャー画像の雲の動きと掩蔽観測から得られた天王星の帯状風分布で
ある.

図 2. 天王星南半球の帯状風の緯度分布. 磁場の回転周期 (17.2 時間)に対する速
度を示してある. 同じデータを回転周期で表したものも同時に示してある.

5◦S 付近のデータが掩蔽観測によるもの, その他のデータが可視画像の雲追
跡によるものである. ( Lindal et al. 1987 )
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3 温度分布と風速分布との関係～温度風バランス

図 3 は図 1の温度分布から温度風バランスにより見積もられる風速シアーの緯度
分布と, 雲の動きから求められた雲頂での風速分布である. 高度が高い方がシアー
が強い傾向が見られる.
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図 3. 温度風バランスによる風速の見積り ( Flaser et al. 1987 )
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